
   岡山市水道局工事成績評定活用基準 

平成１３年７月１日 

市水道局訓令第１７号 

 （趣旨） 

第１条 この基準は，岡山市水道局が締結した工事請負契約の相手方（以下「施工業

者」という｡）に対し，水道事業管理者（以下「管理者」という。）が，岡山市水道

局工事成績評定要領第６条に規定する工事成績評定表（以下「工事成績評定表」と

いう。）の評定結果（以下「工事成績評定点」という。）に基づき，指名留保又は表

彰及び表彰に伴う優遇措置を行う場合の基準を定めるものとする。 

第２条 削除 

 （施工業者への通知等） 

第３条 管財課長は，施工業者に対し，文書により当該工事の工事成績評定点を通知

するものとする。 

 （委員会への報告） 

第４条 管財課長は，施工業者の工事成績評定点が５７点未満のときは，当該工事の

名称，施工業者の商号又は名称，当該評定点の理由その他の必要事項を速やかに岡

山市水道局競争入札参加資格等審査委員会規程（平成１６年市水道局管理規程第１

４号）に規定する岡山市水道局競争入札参加資格等審査委員会（以下「委員会」と

いう。）に報告するものとする。 

 （指名留保の基準） 

第５条 岡山市水道局指名停止基準（以下「指名停止基準」という。）第９条第１項第

９号の規定により，指名を留保することができる場合及びその期間は，次に掲げる

とおりとする。ただし，指名留保の適用範囲については，建設工事に限る。 

（１）５４点以上５７点未満の工事を行ったとき。 １月間 

（２）５２点以上５４点未満の工事を行ったとき。 ２月間 

（３）４７点以上５２点未満の工事を行ったとき。 ３月間 

（４）４７点未満の工事を行ったとき。 ６月間 

２ 前項の場合において，当該工事に関して指名停止を受けたことにより工事成績評



定表中法令遵守等の考査項目で減点がある場合の指名留保の期間は，当該指名停止

の期間を前項各号の期間から差し引きし，その残存期間を指名留保するものとする。 

 （表彰対象候補者） 

第６条 前年度中に検査を終了した工事のうち，次に掲げる区分ごとに工事成績評定

点の上位５％以内に該当する工事の施工業者（同じ工事成績評定点の施工業者が複

数ある場合は，５％の範囲を超える場合も対象とする。）を表彰対象候補者とするも

のとする。ただし，工事成績評定点が該当部門の工事成績評定点の平均点に５点を

加えた点以上でなければ，表彰対象候補者としないものとする。 

（１）許容価格２，０００万円以上の建設工事 

（２）許容価格４００万円以上２，０００万円未満の建設工事 

２ 前項の場合において，当該工事が解体工事，しゅんせつ工事又は単価契約である

工事，概算契約である工事若しくは附帯工事である場合を除く。 

３ 第１項の場合において，当該工事を施工した者が，当該表彰の前年度から表彰決

定までの間に指名停止（委員会の審査の日までに，指名停止基準第６条により当該

指名停止が解除された場合を除く。）又は指名留保（指名停止基準第９条第１項第

１２号及び第１３号を除く。）を受けているときは，表彰対象候補者としないもの

とする。 

 （表彰） 

第７条 管財課長から前条に該当するとして報告を受けた委員会は，審査の結果，岡

山市水道局優良工事施工業者表彰基準の規定に該当すると認めたときは，当該工事

の施工業者を優良工事施工業者とする。 

２ 管理者は，当該優良工事施工業者を表彰することができるものとする。 

 （優遇措置） 

第８条 前条第２項に規定する優良工事施工業者表彰の受賞が決定した施工業者に対

しては，次に掲げる優遇措置を講じるものとする。優遇措置の期間は，表彰を決定

した日の属する年の７月１日から翌年の６月３０日までとする。 

（１）許容価格（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第３項に規定す

る予定価格のことをいい，消費税及び地方消費税相当額を含んだものをいう。以



下同じ。）１０億円未満の一般競争入札及び指名競争入札において，入札参加資格

要件で定められた等級が当該施工業者の等級よりも１ランク上の工事までの入札

参加を認める。ただし，表彰対象となった工事の業種に限る。 

（２）岡山市水道局建設工事競争入札参加資格要件の設定に関する要綱（平成２１年

市水道局訓令第２０号。以下「設定に関する要綱」という。）第３条第１項第１１

号に規定する大型工事（許容価格１億５，０００万円以上１０億円未満の工事を

いう。ただし，岡山市水道事業等建設工事共同請負制度取扱規程（昭和５２年市

水道局管理規程第１５号。以下「共同請負制度取扱規程」という。)の適用を受け

る工事を除く。）の手持ち工事の状況による制限（３件まで）を６件までに緩和（市

外業者及び準市内業者を除く。）する。 

２ 前項の規定にかかわらず，表彰式から優遇措置期間中に，施工業者が次に掲げる

事項に該当したときは，当該優遇期間は終了するものとする。 

（１）一の指名停止の期間が，３月以上の指名停止を受けたとき。 

（２）工事成績評定点が５７点未満の評定点を受けたとき。ただし，当該工事に関し

て工事成績評定表中法令遵守等の考査項目で減点がある場合は，その減点を除い

た評定点で判断する。 

（３）その他優良工事施工業者としてふさわしくないと認められるとき。 

３ 管理者は，前項第１号の規定に基づき指名停止を受けたことを理由として優遇措

置が終了した者が，指名停止基準第６条の規定により優遇措置終了の原因となった

指名停止を解除された場合は，当該指名停止が解除されたときから再度優遇措置を

講じることができるものとする。この場合において優遇措置の期間は，終了した優

遇措置の残期間とする。 

 （共同企業体に対する適用の特例） 

第９条 共同請負制度取扱規程に規定する特定建設工事共同企業体（以下「共同企業

体」という。）の施工に係る工事成績評定点については，当該共同企業体の各構成員

の工事成績評定点とみなしてこの基準の規定を適用する。 

 （その他） 

第１０条 この基準に定めるもののほか，必要な事項は別に定める。 



   附 則 

１ この基準は，平成１３年７月１日から施行する。 

２ この基準は，この基準の施行の日以降の完成工事に係る工事成績評定から適用し，

同日前の完成工事に係る工事成績評定については，なお従前の例による。 

   附 則 

 この基準は，平成１４年７月１日から施行する。 

   附 則 

１ この基準は，平成１５年７月１日から施行する。 

２ この基準は、平成１３年７月１日以後の完成工事に係る工事成績評定から適用す

る。 

   附 則 

 この基準は，平成１６年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この基準は，平成１８年７月１日から施行する。 

   附 則 

 この基準は，平成１８年１２月１日から施行する。 

   附 則 

 この基準は，平成１９年４月１日から施行する。 

   附 則（平成１９年市水道局訓令第２３号） 

１ この訓令は，平成１９年７月１日から施行する。 

２ この訓令は，この訓令の施行の日以後に契約を締結した建設工事に係る工事成績

評定から適用し，同日前に契約を締結した建設工事に係る工事成績評定については，

なお従前の例による。 

   附 則（平成１９年市水道局訓令第３８号） 

 この訓令は，平成１９年１０月１日から施行する。 

   附 則（平成２０年市水道局訓令第２１号） 

 この訓令は，平成２０年５月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年市水道局訓令第１２号） 



 この訓令は，平成２１年４月１日から施行する。 

   附 則（平成２１年市水道局訓令第３４号） 

１ この訓令は，平成２１年５月１４日から施行する。 

２ この訓令は，平成２０年１０月１日以後に優遇措置が終了したものから適用し，

同日前に優遇措置が終了したものについては，なお従前の例による。 

   附 則（平成２３年市水道局訓令第１４号） 

（施行期日） 

１ この訓令は，平成２３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行し，施行日

以後に完工する工事から適用する。ただし，施行日前に契約を締結した工事（継続

費を設定しているものは除く。）に係る工事成績評定点については，なお従前の例に

よる。 

（経過措置） 

２ 施行日前に優遇措置を受けていた者の優遇措置については，当該優遇措置期間が

終了するまでは，従前の例による。（以下「経過措置」という。） 

３ 改正前の岡山市水道局工事成績評定活用基準第２条に基づく平成２３年３月３１

日までに検査を終了する建設工事に係る累積点（０点以上９点未満のものに限る。）

を有している施工業者については，当該業者が受注した平成２３年４月１日から平

成２４年３月３１日までに検査を終了する建設工事のうち，最も高い工事成績評定

点の工事の工事成績評定点に当該累積点を加算する。ただし，工事成績評定点と当

該累積点の合計が１００点を超えるときは１００点とする。 

（代替優遇措置） 

４ 施行日前に優遇措置を受けていた者が，施行日以後に完工する工事により優遇措

置の対象となった場合は，第８条第１項第１号の規定に代えて設定に関する要綱第

４条第1項第２号に規定する別表第１に定める一段階広域のエリアの工事までの入

札参加を認める。ただし，表彰対象となった工事の業種に限る。（以下「代替優遇措

置」という。） 

５ 前項に定める代替優遇措置により工事を１件受注した場合には，代替優遇措置は

終了する。 



（経過措置及び代替優遇措置の終了） 

６ 経過措置及び代替優遇措置を受けていた者が，第８条第２項又は第３項の規定

に該当したときは，同条第２項及び第３項を準用する。  

附 則（平成２３年市水道局訓令第３２号） 

この訓令は，平成２３年１０月４日から施行し，改正後の岡山市水道局工事成績評

定活用基準の規定は，平成２３年４月１日以後に契約を締結した工事（平成２３年３

月３１日以前に契約を締結し，かつ，工期が平成２３年４月１日以後の工事のうち，

継続費を設定しているものを含む。）から適用する。 

   附 則（平成２８年市水道局訓令第１３号） 

この訓令は，平成２８年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局工事成績評定 

活用基準の規定は，同日以後に検査を終了した工事から適用する。 

   附 則（令和４年市水道局訓令第９号） 

この訓令は，公布の日から施行し，改正後の岡山市水道局工事成績評定活用基準の規定

は，同日以後に検査を終了した工事から適用する。  

附 則（令和６年市水道局訓令第９号）  

この訓令は，令和６年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局工事成績評定活用基

準の規定は，令和５年４月１日以後に完工した工事から適用する。  

附 則（令和７年市水道局訓令第１６号）  

この訓令は，令和７年４月１日から施行し，改正後の岡山市水道局工事成績評定活用基

準の規定は，同日以後に完工した工事から適用する。 


